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52．ヒトの心内膜，心外膜側の交換神経分布は等しい

　　か？
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　MIBGとT1の同時投与により得られた心筋像を比較

すると，MIBG像ではTl像に比し左室内腔が大きく見

える．そこで，健常者におけるMIBGとT1それぞれの

SPECT短軸像より独自の方法で左室面積比を算出し，

ファントム実験による面積比と比較した．

　健常者5例を対象に，1231・MIBGと201Tl各111MBq

（3mCi）を同時に投与し，4時間後にSPECTを撮像し

た．一方，対照として心臓ファントムを，初期123115．8

MBq（O．427　mCi）と201T134．1　MBq（O．92　mCi）を含む

水溶液で満たし，順次倍希釈法により3段階の濃度で

SPECTを撮像した．左室中部レベルのSPECT短軸像

の中心より10度ごとに36本の放射状直線をひき，各直

線状の最大カウントの点で囲まれる左室面積（LVA）を

求め，MIBG像とTl像における左室面積比LVA　ratio

＝LVA（MIBG）／LVA（T1）を求めた．健常者5例におけ

るLVA　ratioは1．21土0．11であったが，心臓ファント

ムにおけるLVA　ratioは0．99±0．08であった．

　健常者におけるLVA・ratioは，ファントムのそれに比

し有意に大きく，2核種同時投与による物理的影響以上

に，ヒトの心内膜側では，MIBGの分布がT1に比し相

対的に少ないことが示唆された．これは，ヒトの心臓の

心内膜側と心外膜側における交感神経の分布や，MIBG

のクリアランスの差を反映する所見であると推測された．
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　拡張型心筋症例7例（NYHA　II－IV）および正常心機

能例2例に対し，1－123MIBG（metaiodobenzylguani－

dine）シンチグラフィを行った．その結果，拡張型心筋

症の1－123MIBG心筋シンチグラムの特徴として，①

Low　Accumulation，②Inhomogeneous　Accumulation，

③RaPid　Washoutの3点が認められた．つぎに，上記

所見を定量的に評価するために，（1）Low　accumulation

を示す指標としてHeart／Mediastinum　Uptake　Ratio

（H／M），（2）Inhomogeneous　Accumulationを示す指標と

してMIBG　SPECTの短軸像円周分布の変動係数（CV），

（3）Rapid　Washoutの評価のために10分から4時間ま

での％Washout　Rate（％WR）をそれぞれ求めた．さら

に，それらの結果と，心エコー図所見より求めた左室駆

出率（EF）および自転車エルゴーメータによる最大運動

負荷試験を実施して求めた運動耐容能（max　VO　2，　VO　2

at　Anaerobic　Threshold：AT）との関係を検討した．そ

の結果，H／Mは，　max　VO2とは明かな関係は認めなか

ったものの，EFおよびATとはそれぞれr・＝0．77，　P＜

0．05，r＝0．74，　p＜0．05の有意な相関関係を認めた．　CV

は，EF，　AT，　max　VO2のいずれとも有意な相関関係を

示さなかった．また，％WRは，　EF，　AT，　max　VO2の

いずれともそれぞれr＝－0．79，p＜0．05，　r＝　一一〇．81，pく

0．05，r・＝　－O．74，　pく0．05の良好な相関関係を示した．

心筋線維化の程度が強く影響するH／M，CVに比し，

％WRは，線維化の程度とは独立に交感神経機能障害を

評価するに適した指標であると考えられる．今回の検討

より，％WRが最も心不全の重症度を反映したことは，

その心不全評価における臨床的意義を示唆した．
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